
 

練練馬馬東東小小だだよよりり  

何が、どう変わるのか 

校長 渡邊 万里子 

 作品展には多くの保護者、地域の方々に御鑑賞いただ

き、ありがとうございました。６年間のうち３回しか経験

できない貴重な学校行事で、子供たちも普段の体育館が美

術館のようになり、スローガン通りに「個性あふれる夢の

世界」になっていたことに大いに満足していました。また

今年度は開校５５周年のお祝い企画として６年生の作詞

に音楽専科の山根教諭が作曲した「GO！ GO！練東」をな

かよし学級ペア学年で歌うなど、音楽とのコラボも取り入

れた５５周年ならではの催しも披露できました。子供たち

は一人一人自分の思いを作品に込めて表現しました。同じ

テーマでも世界に一つだけの作品です。まさに「個性」が

体育館いっぱいに広がりました。言葉だけでなく様々な方

法で自分の思いを表現することのよさを感じたり、鑑賞す

る立場では、作者の思いを想像する楽しさを感じたりする

ことができたのではないでしょうか。 

 さて、２月１４日に文部科学省より学習指導要領改訂案

が公表されました。平成３２年度から全面実施されます。

大幅に充実されたのが英語教育で、３・４年生が年間３５

時間の「外国語活動」、５・６年生が年間７０時間、教科

としての「外国語」が導入されます。来年度、本校は３年

生が年間８時間、４年生が年間１０時間、５・６年生は年

間３５時間の外国語活動を行う予定です。また道徳につい

ては平成３０年度から教科化され「特別の教科 道徳」（道

徳科）となり、教科書が配布されます。授業は、本校が研

究してきたように質的転換が求められています。そして、

「あゆみ」には、道徳の評価が記述されます。これは子供

の学習状況や道徳性に係る成長の様子について評価する

ものです。他の児童と比較するのではなく、子供がいかに

成長したかを積極的に受け止めて認め、励ます評価です。 

これからの時代を生き抜くために求められる力をしっか

りと付けられるよう教育活動の改善を図ってまいります。 

 

 
○ 給食が民間委託になります ○ 

練馬区では学校調理業務の民間委託を進めています。

本校も来年度より、練馬区教育委員会が契約した事業者

に学校給食調理業務を委託し、提供することになります。

従来通り、献立は栄養士が行い、調理は本校の給食室で

行います。安全でおいしい給食を提供してまいりますの

で、御理解・御協力の程、よろしくお願いいたします。 

○ クラブ発表 ○ 

 本校には１０のクラブがあります。４～６年生が自分

の興味・関心を追求し、よりよいクラブを目指し自主的

に活動しています。クラブ発表では、それぞれのクラブ

が１年間の活動の成果を発表し、活動内容を紹介しまし

た。バドミントン、卓球、科学、球技、図工クラブは、

給食時間のビデオ発表、絵本・まんが、手芸、パソコン

クラブは空中廊下での展示発表、音楽、ダンスクラブは

集会での舞台発表をしました。 

  

○ 新年度（４月）の主な予定 ○ 

４月 ６日（木） １学期始業式、入学式 

７日（金） 給食始、定期健康診断始 

１１日（火） 保護者会○す 

１３日（木） 給食始① 

１４日（金） 保護者会③④ 

１７日（月） 保護者会⑤⑥ 

２１日（金） 保護者会①② 

２８日（金） 地区班会議・集団下校 

２９日（土） 藤の花ファミリーコンサート 

【３月の行事予定】 

○数字は、学年を表します。 

１日（水）Ｂ時程、ブックトーク④ 

      幼稚園交流⑤、保護者会⑤⑥ 

２日（木）体育朝会、体力向上プロジェクト 

     馬頭琴演奏会②、クラブ活動 

３日（金）消費学習○す、保護者会①②、 

     ５時間授業 

６日（月）全校朝会、安全指導、５時間授業、 

保護者会③④１年１組、 

 

７日（火）言語指導○す、 

東中合唱コンクール出前合唱 

お別れスポーツ大会⑤⑥ 

８日（水）Ｂ時程、ブックトーク⑥ 

９日（木）児童集会、委員会活動 

１０日（金）Ｃ時程、地区班会議・集団下校 

１３日（月）全校朝会、Ｂ時程、式場設営⑤ 

１４日（火）お別れ会○す、ＰＴＡ総会 

１５日（水）Ｂ時程、音楽朝会、 

ブックトーク⑤ 

 

１６日（木）社会科見学③ 

２０日（月）春分の日 

２１日（火）全校朝会 

２２日（水）給食終、大掃除 

２３日（木）修了式、卒業式予行 

２４日（金）卒業式 

２５日（土）春季休業日始 

（４月５日（水）まで） 

平成２２年 ４月 ６日 
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校長 小笠原 恒男 

平成２９年 ２月２８日 
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校 長  渡邊 万里子 

【教育目標】  共に生きる子ども      ・やさしく    ・かしこく    ・たくましく 



                                 

 

 

１年生 

「おいもほり」のてんてんを一つ一つ、よく見て、丁寧に描きました。

「不思議な花」では、花の真ん中を折り紙で作りました。切ったり貼っ

たり大変だったけれど、頑張ったのでいい作品ができました。（１組男子） 

バースデーケーキはみんなや学校が喜んでくれるように気持ちを込め

て作りました。共同制作は、飾りを付けるのを頑張りました。（２組男子） 

作品展で一番気に入った作品は、６年生の「ドリームファンタジー」

です。作品に光がうつってとてもきれいだったからです。私も６年生に

なったら素敵な作品を作ってみたいです。        （３組女子） 

 

 

 

 

 

 

 

２年生 

「生きている森」では、とても立体感を出してさくらんぼともみじを

木に貼りました。とてもくねくねしていて不思議な感じを出すことがで

きました。                     （１組男子） 

「わたり鳥がとんでいく」では、鳥の形を工夫することや、夕やけっ

ぽくするためにいろいろな所に色をちょっとずつ塗ることをがんばりま

した。                       （２組女子） 

 

３年生 

ぼくは、鳥を作るとき、色をにあいそうな色にして、形はぎざぎざに

するとかっこいいかなと思ってやってみました。ポーズは飛んでいるよ

うな感じでやってみました。 

絵は、いろいろな色があるときれいかなと思っていろいろな色を使っ

てみました。あじさいはいろいろなところにあるときれいだなと思って

やってみました。題名も絵に合うように考えてみました。（１組男子） 

どの作品もとても上手で、作品展の会場に入った瞬間、すごく輝いて

いました。私だったらこんな色を使いたいな、こんな風に作りたいな、

と想像しながら見るのがとても楽しかったです。    （２組女子） 

わたしは、共同せい作で「音の雨」を作りました。はりがねで音符

の形を作るのがむずかしかったのですが、楽しく作れました。ピアノ

の上からわたしたちの作った音符が本当に出ているみたいで、とても

すてきでした。                   （３組女子） 

５年生 

 鳥の巣を作る時は、鳥の気分になって「ここがこうだったら住みやす

いな」と考えて作りました。５年生の自転車の絵は、みんな同じ自転車

を見てかいたのに、一人一人ちがったデザインでかかれていて、見てい

てすごく楽しかったです。作品展は、みんなとても個性豊かで良かった

と思います。作品を通して気持ちが伝えられるというのはとてもすてき

なことだと思うので、思いの伝わる作品を見ることができてよかったで

す。                        （１組女子） 

 個性あふれる夢の世界だと感じました。人それぞれの作品がたくさん

あって個性的でした。自分の作品はうまくできたけれど、他の人の作品

もすごくうまかったです。いろいろなテーマでいろいろな作品があって

ずっと見ていたくなりました。            （２組男子） 

 

４年生 

「世界の人々」を作るのが大変でした。わたしは、チェコという国の

人を作りました。同じ国の人を作る友達といっしょにアイディアを出し

ながら作りました。工夫したところは、赤いチョッキを上から着せて、

ホッチキスでとめたところです。「美しい花」で一番楽しかったのは、色

ぬりです。いろいろな種類の花があって、葉の色もそれぞれちがったの

で、とても楽しかったです。             （１組女子） 

共同制作では、「おかしの家」を作りました。けんかをしたり、うまく

いかなかったりすることもありました。制作時間に間に合わず終わった

友達に手伝ってもらい、なんとか完成しました。それで、かざるおかし

が少なく、予想通りにはできなかったけれど、自分たちで、いっしょう

けんめい作ったので、うまくできたと思っています。手伝ってくれた感

謝の気持ちでいっぱいです。             （２組女子） 

６年生 

 自分の作品の一つ一つに心を込めて、作品展に並んだらどんな感じか

を想像しながら作ることができました。小学校生活最後の作品展を楽し

みつつ、真剣に取り組むことができました。体育館の中を見たときは、

全員の作品が一つの大きな作品のように感じられました。６年間で、よ

い作品ができたり、失敗したりしてたくさんのことを学ぶことができま

した。これからの生活に活かしていきたいです。    （１組男子） 

 私は作品展を通して、作品という言葉には「品（人柄）を作る」とい

う意味があることを学びました。個人で作った作品には一人一人の個性

や思いが作品に込められていると思いました。上手・下手ではなく、一

人一人の個性や思いを感じ取って、評価するべきだなと思うようになり

ました。だから、これからも人の作品を見るときは、一人一人のよさに

着目して、作品を評価していきたいなと、この作品展を通して実感しま

した。                       （２組女子） 

すずしろ 

「生きている森」は、本物に見えました。素敵でした。「わたり鳥が飛ん

でいく」は、本当に飛んでいるみたいでびっくりしました。 （４年） 

 鳥の巣の卵がきれいでした。木の枝を使っているのがすごかったです。

（３年） 

 作品がとてもきれいに出来上がっていたので、とても驚きました。 

（４年） 

 音符がとてもよかったです。きれいできらきらしていてすごかったです。                         

（５年） 

   


